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について述べた。横型円筒型熱磁気エンジンでは最高出力 3.7W 時の回転数 0.4 rps において、抵抗損は1.7 W であ





















きることを明らかにしている。またローターに用いる感温磁性材料においては Fe-Ni 整磁合金を用い Ni 量が 30%
付近において磁気特性が大きく変化することに着目して組成比の異なる整磁合金の磁化測定を行い、磁束密度の温




型円筒型熱磁気エンジンを用いて基本特性の測定及ひ*考察を行っている。最高出力 3.7W 時の回転数 0.4 rps にお
いて、抵抗損は1.7 W であり、全出力 5.4 W の約 25%を占めていることを示している。抵抗損のうちローターに
発生する渦電流ブレーキ損が全抵抗損の約 80%を占めており、円筒型ローターが回転するとき渦電流の発生による
抵抗トルクによって出力が大きく制限されることを明らかにしている。
(3)円筒型熱磁気エンジンにおいて計算を行い、解析結果と実験結果の比較を行った結果、回転数 0.4 rps において出












る。ローターの温度差が等しい場合 0.5 mm 厚ローターのトルクは 0.1 mm 厚ローターの約 5 倍、 0.2 mm 厚ロー





(6)熱磁気エンジンによって熱エネルギーが運動エネルギーに変換する効率を求めた結果、対向型磁石、 0.1 mm 厚デ
ィスク 50 枚を用いた場合 0.04%であることを示している。熱磁気エンジンにおいては熱エネルギーから磁気エネ
ルギー、磁気エネルギーから運動エネルギーへとエネルギー変換を行っている。熱エネルギーから磁気エネルギー
への変換効率は 0.33%になる。また磁気エネルギーから出力への変換効率は 9%になっている。スピンの熱振動の
ために使われる熱量よりも材料を加熱冷却するのに使われる熱量が大きいため、熱エネルギーから磁気エ，ネルギー
への変換効率が低いことを示している。今後、高磁場を用いることや磁束密度の温度勾配の大きな磁性材料を用い
ることにより出力の向上が可能であることを示している。
以上のように、本論文は、感温磁性材料をエネルギー変換に利用し、高性能永久磁石を用いて感温磁性材料へ飽和
状態まで磁場を印加することにより高出力を得ることが可能であることを示したことは大きな成果である。この成果
は 1000C以下の環境に廃棄された熱の有効利用への道が拓け、省エネルギーや環境保ー全の分野において貢献できるも
のと考えられる。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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